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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和８年７月９日（木）  

 

２ 確認箇所 

・伐採木一時保管エリアＭ（図１） 

・モニタリングポストＮｏ．３、４（ＭＰ－３・４）（図１） 

 

３ 確認項目 

（１）伐採木一時保管エリアＭの保管状況 

（２）モニタリングポストＮｏ．３及びＮｏ．４の状況 

 

４ 確認結果の概要 

（１）伐採木一時保管エリアＭの保管状況 

福島第一原子力発電所事故後に構内の敷地造成等により発生した伐採木

は、構内の伐採木一時保管エリア（以下「エリア」という。）Ｍ等で保管

されている。これらは、増設雑固体廃棄物焼却設備の設置以降、焼却処理

のため、チップ化処理が進められている。しかし、増設雑固体廃棄物焼却

設備の停止により、当初想定より保管期間が長期化することが見込まれる

ことから継続的な保管状況の確認を行っている。本日は、エリアの状況に

ついて確認を行った。（前回確認：令和７年１０月２０日） 

・前回の確認時では、エリアＨから搬入された中サイズ木材について、チ

ップ化処理用の重機等を用いた切断・破砕作業が実施されていたが、今

回の確認では、切断・破砕作業は行われていなかった。一方、エリア中

央部においては、木くずの撤去作業が進捗しており、地表部分が露出し

ている箇所が確認された。（写真１） 

・その他の伐採木は、水分を取り除き、乾燥した状態で木幹・枝等が２～

３ｍサイズに切断され保管されていた。また、エリアＭの南西側の一部

は瓦礫類減容処理のための区画となっており、瓦礫類の搬入及び分別作

業が行われていた。（写真２） 

・火災対策のためエリアの道路側では、火災防止用保護シートの敷設及び

消火用タンク等の配備がなされていた。（写真３） 

・確認した範囲内では、伐採木のエリア外への飛散・流出はなかった。ま

た、また、木くずの保管長期化から生じたとみられる黒色の液体の滞留

がエリア内で数か所確認されたが、側溝への流出は確認されなかった。

（写真４） 

 

（２）モニタリングポストＮｏ．３及びＮｏ．４の状況 

福島第一原子力発電所の敷地境界付近８か所に設置されているモニタリ

ングポストのうち、今回は敷地境界の北側から北西側にかけて設置されて

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/715099.pdf
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いる２か所のモニタリングポスト（Ｎｏ．３、４）の周囲の状況等を確認

した。（図１） 

・モニタリングポストＮｏ．３については、５月と６月に線量指示値がバック

グラウンド値から１μＳｖ／ｈ以上上昇したため高警報が発報し、東京電

力から県に通報があったことを受け、今回もモニタリングポストＮｏ．３の

状況及び周辺状況を再確認した。（前回確認：令和８年５月２８日（ＭＰの

高警報発報時）、令和８年６月１９日（前日のＭＰ高警報発報を受けた東電

の点検状況の確認）） 

なお、東京電力が確認した結果、指示値の上昇は一時的なものであり、事

象発生時近傍で影響を与える作業等はなく、周囲のモニタリングポストや

線量表示器に有意な変動が無かったことから、電気的なノイズによる変動

が原因と推定されている。 

・モニタリングポストＮｏ．３及びＮｏ．４は周辺監視区域の外側に設置さ

れており、確認した範囲で周囲の状況に異常等は確認されなかった。（写

真５） 

・モニタリングポストＮｏ．３及びＮｏ．４の西側の県道では、中間貯蔵施

設関係の大型車両の通行が頻繁に見られるが、通行に際してモニタリング

ポスト指示値に有意な変動は生じなかった。 

・県の簡易線量測定器により、モニタリングポスト検出器の周囲や周辺の空間

線量を確認したが、指示値に影響を与えるような高線量の箇所は確認され

なかった。また、モニタリングポストＮｏ．４では東京電力による保守点検

が行われていた。（写真６） 

 

 

 

（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 
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https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/752340.pdf
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（写真１－１）エリアＭの状況① 

 
（写真１－２）エリアＭの状況② 

 
（写真２－１）エリアＭ内の木材 

保管状況 

 
（写真２－２）エリアＭ内の瓦礫類

減容処理用区画 

 
（写真３－１）道路側へ火災防止用

保護シート敷設状況 

 
（写真３－２）エリアＭ内の消火用

タンク等の配備状況 

 
（写真４）木くず保管部周辺の 

黒色の液体の状況 

 

木くずの保管部周辺の 
黒色の液体の状況 

木くずが撤去された箇所 

保護シート 
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（写真５－１）モニタリングポスト 

Ｎｏ．３の状況 

 

（写真５－２）モニタリングポスト 

Ｎｏ．４の状況 

 

（写真６－１）モニタリングポスト 

No.３における空間線量測定の状況 

（１．５５μＳｖ／ｈ） 

 

（写真６－２）モニタリングポスト 

No.４おける空間線量測定の状況① 

（０．９９μＳｖ／ｈ） 

 

（写真６－３）モニタリングポスト 

No.４における空間線量測定状況② 

（表示器では１．０μＳｖ／ｈ） 

 

（写真６－４）モニタリングポスト 

No.４における保守点検作業の状況 

 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  確認したデータについて、異常値は確認されなかった。 

 


